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企業PR動画で企業の魅力を発信しませんか？
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　本市では、学生や労働者が市内の企業で働く
ことを推進し、市内企業の人手不足の解消につ
なげることを目的とした、地元企業の魅力をア
ピールするPR動画制作を行います。動画による
プロモーションを通して、より効果的に自社の
魅力を発信してみませんか。
　制作した動画は、市および関係機関などのHP
やSNSでの公開、市のイベントなどでの発信、
市内の学校などへ周知を行うなどより多くの人
にPRしていきます。
募集企業　20社（予定）
　※企画案を審査し決定します

内　１社あたり45秒以内の動画を制作
￥　無料
申　８月29日（金）午後５時までに応
募用紙および企画案を郵送または
メールで商工労働課へ
　※応募用紙と企画案は市HPからダ
ウンロードできます
　※応募要件など詳しくは市HPを確
認してください

宛先　〒372−8501　（住所不要）
市役所商工労働課、 shoukou@ci
ty.isesaki.lg.jp

■赤ちゃんといっしょのおはなし会
時　９月９日（火）午前11時開始
■読み聞かせ としょかんこども会
時　９月13日（土）午前11時開始

８月に「戦後80年事業」を開催！
　終戦から80年に合わせて、市内
図書館で戦争関連イベントを開催
します。

【戦後80年紙芝居で語る伊勢崎空
襲】
●17日(日)＝伊勢崎市図書館

【収蔵資料展『行政資料が語るいせ
さきの戦後復興』】
●31日(日)まで＝伊勢崎市図書館

【映画上映】
内・時　・場　
●『ラーゲリより愛を込めて』＝２
日(土)＝赤堀図書館
●『めんたいぴりり～パンジーの

花～』＝10日(日)＝境図書館
●『ぼくの防空壕』＝15日(金)＝あ
ずま図書館
●『あゝひめゆりの塔』＝20日(水)
＝あずま図書館
　※時間などの詳細は各図書館に
問い合わせてください

伊勢崎市図書館	 ☎23－2346
休館  水曜日・９月15日（祝）・23日（祝）・

25日（木）

■『夏休み昆虫写真展×図書館クイズ
ラリー』

時　８月31日(日)まで
■よみきかせママのおひざ
時　９月５日（金）午前10時開始
■名作シアター
内・時　
●『映画すみっコぐらし 青い月夜の魔

法のコ』＝９月６日（土）午後２時開
始
●『キューポラのある街』＝９月10日（水）
午後２時開始

■読み聞かせ おはなしタイム
時　９月20日（土）午前10時開始
■アニメシアター
『げんきげんきノンタン きらきら
シャンシャンおほしさま☆』

時　９月21日（日）午後２時開始

あずま図書館	 ☎62－9988
休館  月曜日・９月23日（祝）・26日（金）

ナルセグループ伊勢崎
市民プラザ図書室	 ☎32－9488
休館 ９月９日（火）・24日（水）

　私たちは先生の指導の下、フルートのアンサン
ブル（合奏）の練習に励んでいます。みんなで息を
合わせ、美しいハーモニーを奏でられるように課
題曲を練習し、訪問演奏や駅構内での演奏などさ
まざまな場所で練習の成果を披露しています。メ
ンバー同士の仲が良く、向上心を持って熱心に練
習に取り組んでいるところがサークルの魅力です。

第151回

フルートアンサンブルからっ笛
ぷ え

サークル名

●活動状況は？
▶月２回程度

●活動場所は？
▶北公民館

●メンバーは？
▶８人

北公民館（☎25－4547）

赤堀図書館	 ☎63－1200
休館  ９月２日（火）・16日（火）・26日（金）

■赤ちゃんとえほんのじかん
時　９月10日（水）午前11時開始
場　赤堀芸術文化プラザ
■読み聞かせ おはなし会
時　９月20日（土）午前10時30分開始
場　赤堀芸術文化プラザ

■敬老の日にポップアップカードをプ
レゼントしよう!
敬老の日にプレゼントするポップア
ップカードの製作キットを配布します。
時　９月２日（火）から14日（日）まで
■読み聞かせ おはなしひろば
時　９月６日（土）午前10時30分開始
■赤ちゃんとたのしむおはなし会
時　９月18日（木）午前11時開始
■親子映画会
『戦隊ヒーロースキヤキフォース～
ぐんまの平和を願うシーズン～』

時　９月27日（土）午後２時開始

境図書館	 ☎74－0209
休館  月曜日・９月23日（祝）・26日（金）
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　昭和16（1941）年12月８日にハワイの真珠湾を日
本が奇襲攻撃し、太平洋戦争が始まりました。日本
の航空部隊による攻撃は成功しますが、特殊潜航艇
の作戦で前橋市出身の岩佐直治大尉をはじめとした
９人が亡くなり、岩佐大尉らは二階級特進、「九軍
神」として称えられました。この軍神岩佐中佐像は、
市図書館などの建設に多額の寄付をした伊勢崎市の
板垣清平によって、昭和18（1943）年に北・南・茂呂・
殖蓮の国民学校に寄贈されたことが、現在の広報い
せさきにあたる「伊勢崎市報」に記されています。ま
た、岩佐中佐が学んだ旧前橋中学校や佐波郡内の国
民学校にも寄贈したことが上
毛新聞にも掲載され、21点が
製作されています。
　岩佐中佐の軍神像は、所蔵
者の理解の下、戦後80年を経
て初公開となります。

軍神岩佐中佐像
　航空機が戦争に投入されるようになり、航空技術
でリードしていた日本は、世界で初めて戦闘機に装
着する燃料の落下式増加タンクを開発しました。使
用後に切り離すことができる落下タンクは、航空機
の航続距離を飛躍的に伸ばすことに成功し、戦線が
拡大する日中戦争から太平洋戦争期において、海軍
の零

ぜろ

戦や紫
し

電
でん

改
かい

、陸軍の一式戦闘機隼に採用されま
した。落下タンクは、当初アルミニウム合金製でし
たが、金属不足により木製や竹製が代用されるよう
になりました。
　写真の木製落下タンクは、市内あずま地区に落下
したものです。後部に水平ヒレを備えた陸軍一式戦
闘機隼の両翼下部に装着
されたと思われ、「右」と
赤字で記されていること
から右翼部分の落下タン
クで、上部には「木製」の
文字が確認できます。

木製落下タンク

問　赤堀歴史民俗資料館（☎63−0030）

　８月31日（日）まで赤堀歴史民俗資料館で開催中の
企画展「終戦前夜の伊勢崎空襲」に合わせて３回にわ
たり展示資料を紹介します。最終回となる今回は、
初公開となる軍神岩佐中佐像と木製落下タンクにつ
いてです。

戦没者・原爆死没者慰霊の黙とうを
問　社会福祉課（☎27−2748）
　８月15日（金）は「戦没者を追悼し平和を祈念する
日」です。戦争で亡くなった人々の冥福と恒久平和
を願い、正午に１分間の黙とうをささげましょう。
　広島市に原爆が投下された８月６日（水）午前８時
15分、長崎市に原爆が投下された８月９日（土）午前
11時２分にも、黙とうをささげましょう。

連載 伊勢崎空襲の被害




